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今
年
の
総
会
は
6
月
28
日
（
日
）

に
、
ホ
テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
11
時
か
ら
始
ま
っ
た

支
部
総
会
は
松
林
茂
晴
幹
事
長
（
大

19
）
の
進
行
で
、
村
瀬
英
己
支
部
長

（
大
15
）
が
挨
拶
さ
れ
、
平
成
26
年

度
収
支
決
算
お
よ
び
支
部
役
員
選
任

案
の
承
認
、
平
成
26
年
度
支
部
活
動

お
よ
び
平
成
27
年
度
収
支
予
算
案
の

承
認
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
滋
賀
大
学
卒
業
生

で
も
あ
る
西
尾
久
美
子
氏
（
京
都
女

子
大
学
教
授
）を
お
招
き
し
ま
し
た
。

「
京
都
花
街
の
経
営
学
～
舞
妓
さ
ん

育
成
と
一
見
さ
ん
お
断
り
」
と
題
し

て
、
京
都
の
花
街
の
し
く
み
を
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
茶
屋
さ
ん
と
置
屋
さ
ん
の
関

係
、
舞
妓
さ
ん
が
ど
ん
な
勉
強
を
し

た
あ
と
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
芸
妓
さ
ん

に
な
り
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う

す
る
か
、
な
ど
興
味
深
い
話
ば
か
り

で
し
た
。
そ
し
て
、
価
格
競
争
で
は

な
く
価
値
の
競
争
を
す
る
し
く
み
と

花
街
全
体
で
協
業
し
て
い
く
考
え
方

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
大
い
に
参
考
に

な
る
お
話
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
来
賓
を
代
表
し
て

経
済
学
部
長
の
小
倉
明
浩
経
済
学
部

平
成
27
年
6
月
28
日
㈰
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長
（
大
31
）
と
戸
田
一
雄
陵
水

会
理
事
長
（
大
12
）
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
創
設
予

定
の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

陵
水
男
声
合
唱
団
に
よ
る
演

奏
の
あ
と
は
新
入
会
員
（
大

63
）
10
名
の
自
己
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
吉
田
稔
副

支
部
長
に
よ
る
乾
杯
の
あ
と
は

し
ば
し
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
な
く
、
皆
さ

ん
銘
々
で
同
期
と
の
懇
親
や
ク

ラ
ブ
で
の
先
輩
後
輩
な
ど
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
恒
例
の
大
合
唱
で
彦

根
高
商
歌
、
滋
賀
大
学
校
歌
、

琵
琶
湖
周
航
の
歌
と
す
す
み
、

出
席
者
最
高
齢
の
鹿
野
磯
夫
さ

ん
（
大
2
）
の
万
歳
三
唱
で
中

締
め
と
な
り
ま
し
た
。

村瀬支部長あいさつ

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
大
学
15

回
卒
の
村
瀬
で
す
。

　

本
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
名

古
屋
支
部
総
会
に
多
数
参
加
戴
き
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

又
、
大
学
よ
り
、
小
倉
経
済
学
部

長
様
、
陵
水
会
よ
り
戸
田
理
事
長
様

は
じ
め
大
阪
、
京
都
、
岐
阜
よ
り
各

支
部
長
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
政
府
主
導

の
円
安
・
低
金
利
政
策
に
よ
り
、
日

経
平
均
株
価
は
、
２
０
０
０
年
の

I

T
バ
ブ
ル
を
超
え
る
水
準
に
な

り
、
ミ
ニ
バ
ブ
ル
の
様
相
を
呈
し
て

お
り
ま
す
。
バ
ブ
ル
は
、“
泡
”で
す
。

必
ず
弾
け
る
と
言
う
事
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
政
治
面

で
は
、
戦
後
70
年
平
和
憲
法
の
下
、

私
達
は
、
世
界
に
類
の
な
い
平
和
を

享
受
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
動

き
は
、
危
な
い
方
向
に
進
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
悲

惨
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　

陵
水
会
活
動
は
、
お
陰
様
で
、
本

日
参
加
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
各

地
の
支
部
総
会
は
、
大
変
活
況
を
見

て
お
り
、
彦
根
で
の
の
ん
び
り
し
た

学
生
生
活
を
誰
も
が
こ
よ
な
く
愛

し
、
懐
か
し
が
っ
て
居
ら
れ
ま
す
。

彦
根
で
の
学
生
生
活
を
忘
れ
て
い
な

い
と
言
う
事
で
す
。
大
事
な
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
現
況
、
新
し
い
構
想
、
陵

水
会
の
活
動
に
就
き
ま
し
て
は
、
後

ほ
ど
小
倉
さ
ま
、
戸
田
さ
ま
よ
り
お

話
が
、
有
り
ま
す
の
で
、
割
愛
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

　

次
に
名
古
屋
支
部
活
動
で
す
が
、

先
ず
最
初
に
6
月
5
日
開
催
の
「
第

9
回
全
国
陵
水
会
ゴ
ル
フ
」
で
団

体
・
個
人
両
方
で
優
勝
致
し
ま
し

た
。
大
変
、名
誉
な
こ
と
で
す
。
又
、

昨
年
よ
り
本
格
活
動
致
し
ま
し
た

「
広
報
部
会
、
組
織
部
会
」
が
、
担

当
部
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
と
皆
さ

ん
の
協
力
で
や
っ
と
軌
道
に
乗
っ
て

来
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
名
古

屋
陵
水
会
報
の
新
紙
面
で
の
発
行
、

年
度
幹
事
の
見
直
し
・
確
認
・
そ
の

メ
ン
バ
ー
で
の
初
の
親
睦
会
、
陵
水

亭
懇
話
会
、
若
手
会
の
発
足
」
等
々

で
す
。
も
う
少
し
、
皆
さ
ん
の
参
加

と
ご
意
見
・
ご
協
力
を
頂
戴
で
き
れ

ば
、
更
に
充
実
し
た
活
動
・
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
戴
け
る
会
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
総

会
は
、
牧
野
リ
ー
ダ
ー
始
め
大
学
28

回
卒
・
次
年
度
幹
事
の
29
回
卒
の
皆

さ
ん
が
、
精
力
的
に
活
動
戴
き
、
お

陰
様
で
２
０
０
名
近
い
皆
さ
ん
の
出

席
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
わ
が
母
校
・
滋
賀
大
学

49
回
卒
業
の
「
西
尾
久
美
子
さ
ま
」

現
京
都
女
子
大
教
授
に
「
花
街
の
経

営
学
」
と
題
し
て
「
日
本
の
伝
統
文

化
・
京
都
文
化
の
仕
組
み
・
有
り
方

を
講
演
し
て
戴
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
陵
水
会
活
動
の
原
資

で
あ
る
陵
水
会
費
・
支
部
会
費
の
銀

行
引
き
落
と
し
へ
の
ご
協
力
を
最
後

の
お
願
い
と
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

戴
き
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
長
挨
拶（
要
旨
）
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大
学
を
卒
業
し
て
、
ち
ょ
う
ど
丸

20
年
が
経
過
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
ま

だ
片
手
で
足
り
る
参
加
回
数
で
し
た

が
、職
場
の
絡
み
や
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
オ
フ
会
で
知
り
合
っ
た
諸
先
輩

方
の
お
誘
い
も
あ
り
、
今
回
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
新
設

の
動
き
が
あ
る
と
の
話
を
う
か
が

い
、
ま
さ
に
旬
の
大
学
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
生
と

し
て
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
金
融
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
普
段
色
々
な
業
種
の
方
と
接

す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
こ
う
い
う
機
会
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
普
段
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
方

と
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

自
分
の
方
向
性
を
考
え
る
い
い
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で

は
個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
、
新
人

の
出
身
大
学
が
公
表
さ
れ
な
い
た

め
、
滋
賀
大
生
が
何
人
会
社
に
入
っ

た
の
か
も
分
か
ら
な
い
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
総
会
で
は
会

社
の
新
人
と
も
話
が
で
き
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最

後
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
会
に
際

し
、
数
枚
の
名
刺
し
か
持
ち
合
わ
せ

て
お
ら
ず
、
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
に
名
刺
交
換
で
き
な
か
っ
た

方
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
次
回
は
大
量
の
名
刺
を
準

備
し
、参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

陵
水
会
名
古
屋
支
部
終
了
後
、
7

月
23
日
に
、
総
会
に
参
加
し
た
若
手

陵
水
会
員
を
中
心
に
し
て
の
、
若
手

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
10
名
ほ

ど
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
想

を
超
え
る
14
名
が
集
ま
り
、
急
き
ょ

会
場
を
変
更
し
て
の
開
催
で
し
た
。

特
に
新
入
会
員
の
北
澤
さ
ん
の
声
掛

け
に
よ
り
、
新
入
会
員
7
名
が
参
加

い
た
だ
き
、
大
い
に
感
謝
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
会
も
19
時
半
に
始
ま
り
ま

し
た
が
、
締
め
ら
れ
た
の
は
23
時
、

時
間
を
忘
れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
特
に
、
総
会
で
の
独
特
の

緊
張
感
と
は
違
っ
た
、
緩
い
空
気
の

中
で
の
「
飲
み
会
」
と
い
う
位
置
づ

け
が
良
か
っ
た
か
、「
初
め
て
の
総

会
で
緊
張
し
た
が
、
今
日
は
雰
囲
気

が
違
う
」
と
の
声
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
席
に
つ
い
て
す
ぐ

に
は
、
新
入
会
員
同
士
で
固
ま
っ
て

し
ま
う
な
ど
、
緊
張
が
見
ら
れ
る
一

面
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
若
手
が

活
動
し
て
い
く
う
え
で
も
、
ま
た
、

陵
水
に
参
加
し
て
い
く
う
え
で
も
、

良
く
も
悪
く
も
図
々
し
い
後
輩
、
先

輩
に
対
し
て
な
ん
で
も
言
え
る
後
輩

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
彼
ら
が
そ
れ
ら
を
体
現
で
き
る

よ
う
、
若
手
の
会
で
は
「
後
輩
ほ
ど

偉
い
」
と
の
心
を
持
っ
て
、
世
代
を

超
え
た
交
流
を
し
て
い
く
中
で
、
彼

ら
に
い
い
意
味
で
の
図
々
し
さ
を
学

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
28
回
の
幹
事
の
皆
さ
ん
、
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
大
学
29

回
の
皆
さ
ん
に
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。今
年
は
準
備
の
着
手
が
遅
く
、

役
員
各
位
に
は
気
を
も
ま
せ
ま
し
た

が
、
何
と
か
大
過
な
く
こ
の
総
会
・

記
念
講
演
・
懇
親
会
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
年
度
は
さ
ら
に
盛

り
上
が
っ
て
集
ま
れ
る
よ
う
、
大
学

29
回
幹
事
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

幹
事
は
大
学
29
回
卒
業
生
が
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
『
出
席
者
２
０
０
名
』
を
目
標
と

し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
や
ゼ
ミ
等
、「
タ
テ
・
ヨ

コ
・
ナ
ナ
メ
」
の
繋
が
り
を
通
し
て

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、是
非『
心

の
洗
濯
』
の
場
に
ご
参
集
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
参
加
し
て

近
藤
憲
治

（
大
43
）

大
垣
共
立
銀
行 

勤
務

肥
田
茂
之

（
大
54
）

ト
ヨ
タ
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ 

勤
務

総
会
を
終
え
て牧

野
博
和

（
大
28
）

来
年
度
に
向
け
て

荒
木
俊
雄

（
大
29
）
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収　入　の　部 支　出　の　部
前年度繰越金
総会会費収入
支部会費収入
補助金収入
広告収入
寄付金収入
雑収入
　　　　計

平成26年度総会費用
会報印刷費
慶弔交際費
会議費
諸雑費
次年度繰越金

　　　　計

720,853
1,133,000

※１　570,000
131,800
100,000

0
※２　90,113
2,745,766

1,564,413
※３　431,220
50,000
94,864
27,640
577,629

2,745,766
（単位：円）

陵水会名古屋支部
収支報告書 自 平成26年３月１日

至 平成27年２月28日

※１　当年度分 前年度分
　　　支部会費：2,000円×285名 299名
　　　本部会費：3,000円×219名（代理集金）
※２　本部・支部からの祝儀及び預金利息他
※３　印刷費には発送費も含まれる。

平成27年度陵水会名古屋支部会費納入者一覧表

平成27年７月31日現在　合計296名
※上記には、本部扱いによる金融機関口座からの自動引落納入者61名を含む。

杉山一雄
杉浦弘
浅野恒彦、前畑成温
七家亘康、鈴木貴晴
林哲郎
山口孝夫
森田三郎
矢野浩一郎
勝忠男、加藤昌彦、堀田一幸、山本哲也、鹿野磯夫、木村善雄
森谷馨、井筧英之、岡田一、横関不二男
河野洋久、祖父江清治、近藤勇雄、石井正樹
近藤実、紫宗平、清水有
伊與正道、安井昌二、久保昭、岩田修司、石橋政雄、青井春美
七里年昌
橋本英一郎、川瀬泰、神谷愼太郎、清俊三、坂清司
伊藤英夫、木村芳夫、脇田佳男、鍋野可幸、中島孝宜、木村秀夫
清水明、吉田正克、吉田宜正
榊原寛、清水吉男、杉田嘉皚、西田安慶、坂東忠雄、清水一治
西村泰徳、後藤寅次郎、大西敬隆、加藤伸
嶋田興志、深井精興、上原信彦、間瀬俊彦、浅田為正、桑原誠
小島興一、大野眞一、鷲見公嗣
木元眞一、小林雍正、赤坂郁昌、内藤嘉美、浅野幹郎、鶴森昭雄
鬼頭時夫、古田公三、榊原昌夫、田中慶一郎、国立徹、水野浩
高野悟
角井正澄、酒井盛雄、吉田武久、後藤一而、佐橋孝、加藤宗作
加藤嘉隆、加藤公男、加藤俊二、大竹雅司、福田勇夫、山田健造
丹下義友、倉坪和久、森夲正、尾形榮一、嶋津導彦、森芳雄
青山一道、石原秀夫、市川弘幸、岡村明光、早川匡彦、古橋功朗
森崎敏男、石倉雅夫、藤原寛治、望月弘隆、山中正行、牧野安宏
奥谷弘和
石田正彦、杉山皓造、余語寿郎、柘植勝利、長坂重信、山村槙太郎
服部憲昌、森下昭造、松坂光八郎、杉本佳彦、村瀬英己、吉田稔
蜂須賀聡太、竹島毅、戸田功一、佐藤邦男
阿多博之、青山政弘、岩田清三
山下松志、加藤久典
沓名隆夫、外山哲男、山口郁夫、青木隆助、加藤満、松林茂晴
鹿住誠、山本誠、服部寿惠廣、原田准次、石井和敏、板谷憲治
山口隆、伊藤惠治
西村俊雄、上中健人、玉田真人、外山成久、村山明司、山内薫
塩瀬和美、松下和久、野寺賢二、脇田秀昭、鈴木康春、川地正章
今井田昭三

太田昭憲、木下貞之、木村正文、酒井康行、山本守、富田修
武藤勝昭、三輪直樹、太田孝夫、大山能孝、山内佳紀、小田切純子
梛野誠、後藤佳良、森幹宏、野瀬廣司、近藤一菜、吉田誠、牛田好紀
伊藤廣之、榎本尚哉、児玉正治、新美元博、野々山徳雄、林健一
渡辺暢彦、伊奈伸夫、米澤正治、村越勝美、鈴木幸一、遠藤稔
片岡嘉幸、三矢誠、加藤太伸
松村哲、小泉亮一、佐藤宰、玉置秀樹、山内喜栄、三宅郁夫
加藤英隆、服田尚史、山路和博、玉腰隆志、水戸浩三、伊藤博樹
山本吉男
小島悟、片岡晴彦、加藤貴典、久野直人、鈴木明彦、兵藤光司
牧徳雄、森田貢、前田昭二、長谷芳郎、牧野博和
荒木俊雄、今尾文明、酒向良弘、柴垣晋士、知野広明、増田憲彦
山内修一、兼松賢、中野裕嗣、表野宏和、田中弘司
落合陸司、岸泰志、塚本浩三、久田寿一、六車信義、澤木亨弘
苅谷健、寺西基治、橋本衛、堀洋一、高橋孝治、内田誠、安藤久
山田康博
舩坂宏樹、小栗悟、目時義通、倉田弘継
城所真男、横井隆幸、鈴木俊彦
田辺幸雄、丹羽宏和、塩谷弘泰、千喜良博、河合伸幸
畠山義一、服部浩二、堀尾熱生、三輪孝秀、北村裕幸、赤川忍
志賀康仁
樋口偉久、野々村宏一、三澤幸一
日比野厚、渡邉忠守
長瀬昌彦
小林靖、近藤憲治、金澤清美
松田耕平、松下昌平
水野俊之
齊藤正和
中澤良次、白井達也
中川雄志、渡邉智子、稲垣征一郎、挽内健児
土屋貴巨、肥田茂之
加古渉
波多野涼子、深谷緑
塚本芽来美、大野義浩
小野翔、酒匂勇気
大見俊介、古居直人
大島一彦、長谷川信三
福田昌男
佐藤択磨
矢野里枝

本14
本21
本22
本23
本24
工1
工2
大1
大2
大3
大4
大5
大6

大7
大8

大9

大10

大11
大12

大13

大14

大15

大16
大17
大18
大19
大20

大21
大22

大23

大24
大25

大26
大27

大28

大29

大30
大31

大32
大33
大34
大35

大36
大37
大42
大43
大44
大45
大46
大49
大50
大54
大56
大60
大61
大62
大63
短7
短8
短37
院33

卒回 氏　　　　名 卒回 氏　　　　名

名古屋市港区秋葉１－120
（国道302号南陽農協前交差点角）

TEL　052－301－5437

喫茶　ベル

鈴 木 俊 彦 （大33回）

生命保険・損害保険30社を取り扱う代理店です。
保険の相談、遠方も対応します。

代表取締役　牧野　博和（大学28回卒）

〒460-0002　名古屋市中区丸の内2-20-25　丸の内STビル9F
TEL（052）223-2011　　FAX（052）223-2013
E-mail info@alpha-consul.com   URL http://alpha-consul.com
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場
所: 

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

陵水会名古屋支部　支部役員

顧　　問
〃
〃
〃

支 部 長
副支部長
幹 事 長
副幹事長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会計幹事
監　　事

大　3
大　8
大 10
大 13
大 15
大 15
大 19
大 22
大 23
大 23
大 24
大 25
大 25
大 26
大 28
大 29
大 33
大 46
大 29
大 21

組織部会
組織部会
組織部長
広報部会
広報部長
組織部会
広報部会
広報部会
組織部会
組織部会
広報部会

役職名 氏　　名 卒業年次
岡 田 　 一
吉 田 宜 正
小 島 興 一
森 夲 　 正
村 瀬 英 己
吉 田 　 稔
松 林 茂 晴
今井田　昭　三
小田切　純　子
山 内 佳 紀
近 藤 一 菜
片 岡 嘉 幸
米 澤 正 治
三 宅 郁 夫
牧 野 博 和
荒 木 俊 雄
横 井 隆 幸
齊 藤 正 和
表 野 宏 和
山 内 　 薫

陵水会名古屋支部　卒業年次別　幹事名簿

高商 18
21

大学　1
2
3
4
5
6
6
7
8
8
9
10
10

短大　7
大学 11

12
13
13

卒業年次 氏　　名
大学 14

14
15
15
16
17
17
18
18
19
19
20
20
21
22
23
23
24
25
25

卒業年次 氏　　名
大学 26

27
28
29
29
30
30
31
31
32
33
33
33
34
35
36
36
36
37
38

卒業年次 氏　　名
大学 38

39
40
41
42
43
44
45
46
49
50
53
54
54
62

卒業年次 氏　　名
太 田 　 寛
杉 浦 　 弘
若 林 健 司
鹿 野 磯 夫
岡 田 　 一
近 藤 勇 雄
清 水 　 有
石 橋 政 雄
伊 與 正 道
坂 　 清 司
吉 田 正 克
脇 田 佳 男
大 西 敏 隆
大 野 眞 一
小 島 興 一
長谷川　信　三
内 藤 嘉 美
水 野 　 浩
倉 坪 和 久
森 夲 　 正

石 原 秀 夫
奥 谷 弘 和
村 瀬 英 己
吉 田 　 稔
辻 本 　 勲
岩 田 政 三
簗　瀬　悠紀夫
利 岡 明 憲
山 下 松 志
山 口 郁 夫
松 林 茂 晴
板 谷 憲 治
鹿 住 　 誠
山 内 　 薫
今井田　昭　三
小田切　純　子
山 内 佳 紀
近 藤 一 菜
片 岡 嘉 幸
米 澤 正 治

三 宅 郁 夫
伊 藤 博 樹
牧 野 博 和
荒 木 俊 雄
表 野 宏 和
塚 本 浩 三
久 田 寿 一
内 田 　 誠
堀 　 洋 一
船 坂 宏 樹
鈴 木 俊 彦
菱 田 祐 之
横 井 隆 幸
丹 羽 宏 和
堀 尾 熟 生
樋 口 偉 久
吉 橋 　 満
松 本 忠 司
伊 藤 智 弘
小田島　　　永

伊 藤 裕 人
角 野 悦 史
稲 垣 明 知
山 田 　 剛
長 瀬 昌 彦
小 林 　 靖
松 下 昌 平
水 野 俊 之
齊 藤 正 和
中 澤 良 次
中 川 雄 志
稲 山 大 介
土 屋 貴 巨
肥 田 茂 之
小 野 　 翔

陵水会名古屋支部　本部役員

大　3
大 13
大 10
大 15
大 19
大　5
大　6
大　8
短　7
大 13
大 14
大 15
大 17
大 21
大 22
大 25
大 28

役職名 氏　　名 卒業年次
岡 田 　 一
森 夲 　 正
小 島 興 一
村 瀬 英 己
松 林 茂 晴
南 野 輝 久
伊 與 正 道
吉 田 正 克
長谷川　信　三
倉 坪 和 久
奥 谷 弘 和
吉 田 　 稔
簗　瀬　悠紀夫
山 内 　 薫
今井田　昭　三
片 岡 嘉 幸
牧 野 博 和

顧　　問
副理事長
理　　事
〃
〃

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

世界中から、日本未入荷の商品・
ブランド・アイデアをお届けします

インフィネイト株式会社（Infin8, Inc.）
代表取締役 日本統括 齊藤正和 （大 46 回）
代表取締役 海外統括 宮野サム
〒461-0005 名古屋市東区東桜 1-9-3
TEL （052）265-6453　FAX （052）265-6454
URL:www.infin8.co.jp　E-mail:info@infin8.co.jp
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石
橋
政
雄（
大
6
）

新
看
護
師
軽
鳧
の
子
の
ご
と
付
き
ゆ
け
り

　

二
月
十
日
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、五
カ

月
の
入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
四

月
に
新
人
の
看
護
師
が
四
人
入
り
先

輩
の
後
を
付
い
て
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

青
山
政
弘（
大
17
）

念
願
の
蕎
麦
打
ち
習
う
敬
老
日

　

随
分
前
か
ら
自
分
で
打
っ
た
そ
ば

を
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

昨
年
の
九
月
か
ら
本
格
的
に
師
匠
に

付
き
習
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
や
っ

と
三
十
分
で
四
人
前
が
打
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

伊
與
正
道（
大
6
）

掃
苔
や
弟
子
ど
ち
白
き
髪
寄
せ
て

　

今
年
も
半
田
、
榎
本
先
生
の
墓
参

に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
O

B
。
か
つ

て
の
教
え
子
達
も
頭
に
白
い
も
の
が

交
り
、
時
の
流
れ
と
若
き
日
の
彦
根

時
代
を
想
い
出
す
一
日
だ
っ
た
。

片
岡
嘉
幸（
大
25
）

辛
く
と
も
叱
ら
な
く
て
は
竹
の
秋

　

竹
の
葉
は
春
に
黄
変
し
ま
す
が
、

筍
に
栄
養
分
を
費
や
す
た
め
で
す
。

子
供
を
叱
る
の
は
辛
い
け
ど
叱
ら
な

く
て
は
と
思
う
、
こ
の
頃
で
す
。

河
村
実
鏤（
大
7
）

水
涼
し
七
里
の
渡
し
新
鳥
居

　

桑
名
の
七
里
の
渡
し
場
に
あ
る
伊

勢
の
国
一
の
鳥
居
が
新
し
く
な
っ
た
。

こ
れ
は
伊
勢
神
宮
の
宇
治
橋
の
大
鳥

居
を
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

久
保　

昭（
大
6
）

早
乙
女
の
太
き
細
き
の
足
並
ぶ

　

熱
田
神
宮
の
境
外
摂
社
氷
上
姉
子

神
社
（
緑
区
大
高
地
区
在
）
の
斎
田

に
て
催
さ
れ
た
田
植
祭
り
の
老
若
混

じ
る
早
乙
女
の
田
植
情
景
で
す
。

倉
坪
和
久（
大
13
）

錬
声
会
早
々
終
へ
て
生
ビ
ー
ル

　

名
古
屋
在
の
滋
賀
大
学「
謡
曲
部
」

O

B
約
10
名
は
今
も
毎
月
一
回
集

ま
っ
て
、
練
習
や
ら
飲
み
会
や
ら
麻

雀
や
ら
。
今
も
学
生
気
分
の
ま
ま
。

柴　

宗
平（
大
5
）

地
震
噴
火
示
し
合
は
す
か
梅
雨
ぐ
も
り

　

自
然
現
象
を
と
ら
え
て
最
近
特
に

異
常
だ
と
騒
ぐ
事
が
多
い
が
人
類
の

日
常
生
活
の
中
に
多
数
の
要
因
が
有

る
の
で
は
な
い
か
。
自
然
は
正
直
で

あ
る
。

杉
本
佳
彦（
大
15
）

猛
暑
日
や
木
々
の
香
染
み
て
一
休
み

　

猛
暑
日
の
最
中
、
幼
き
孫
二
人
と

愛
知
県
森
林
公
園
の
木
々
生
い
茂
る

植
物
園
を
探
索
。
そ
の
爽
や
か
且
つ

涼
や
か
に
感
動
。
思
わ
ず
一
休
み
。

南
野
輝
久（
大
５
）

稲
穂
ゆ
れ
風
の
足
音
さ
わ
や
か
に

　

豊
か
な
稔
り
の
秋
。
黄
金
色
の
稲

穂
を
一
陣
の
風
が
ゆ
ら
し
て
過
ぎ
る
。

さ
わ
や
か
な
風
の
音
に
秋
の
深
ま
り

を
感
じ
る
ひ
と
時
。大

島
一
彦（
短
7
）

話
題
な
き
街
の
自
慢
が
猛
暑
か
な

　

特
別
な
話
題
の
な
か
っ
た
街
が
猛

暑
を
取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ
放
送
を
通

し
て
全
国
区
に
な
っ
た
様
子
を
句
に

し
ま
し
た
。

第70回名古屋陵水会ゴルフコンペ
平成26年10月8日（水）：貞宝カントリークラブ　参加者：15名

優勝 清水一治（大９）グロス 90　HD 15.6　ネット 74.4
2位 酒井盛雄（大13）グロス 91　HD 15.6　ネット 75.4
3位 杉山皓造（大15）グロス 92　HD 15.6　ネット 76.4

第71回名古屋陵水会ゴルフコンペ
平成27年4月8日（水）：貞宝カントリークラブ　参加者：10名

優勝 木村芳夫（大８）グロス 91　HD 18.0　ネット 73.0
2位 酒井盛雄（大13）グロス 88　HD 14.4　ネット 73.6
3位 森夲　正（大13）グロス 96　HD 21.6　ネット 74.4

次回 第72回開催ご案内
日　時 平成27年10月14日（水）
コース 貞宝カントリークラブ
会　費 3,000円
プレー代 約13,500円前後（コンペパック利用）
 参加ご希望の方は幹事までご連絡ください。
幹　事 木村　芳夫（大8回）、長谷川信三（短大7回）
 TEL052-719-4133または
 　　　　携帯090-3155-1252（長谷川）

第9回陵水会ゴルフコンペ
平成27年6月5日（金）：彦根カントリー倶楽部　参加者：69名

団体戦
優勝 名古屋　ネット 293.8 
準優勝岐　阜　ネット 295.4
3位 東　京　ネット 299.4
4位 京　都　ネット 300.2
5位 滋　賀　ネット 300.6

個人戦
優勝 清水一治（大９）グロス 85　HD 13.2　ネット 71.8
4位 片岡嘉幸（大25）グロス 100　HD 27.6　ネット 72.4
7位 酒井盛雄（大13）グロス 92　HD 18.0　ネット 74.0
19位 森夲　正（大13）グロス 102　HD 26.4　ネット 75.6

名古屋支部より９名が参加し、この４名が団体戦の優勝成
績となりました。

19位 森夲 正さんと、優勝の清水一冶さん

予　告

平
成
28
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
28
年
6
月
25
日
㈯ 

場
所: 

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

税理士法人　表野会計
代表社員
税 理 士 表 野 宏 和（大29回）

〒467-0043　名古屋市瑞穂区岳見町 1丁目 13 番地
TEL：052-832-2049　FAX：052-834-1797
E-mail：hyonok@luck.ocn.ne.jp

会社経営から相続等までお気軽にご相談ください。

陵
水
俳
壇

自
句
自
解

〒459-8007　名古屋市緑区大根山二丁目146番地
　　　　　　TEL（052）624-2555　FAX（052）624-2566
　　　　　　URL http://www.yamaichi-hagane.co.jp

寺 西 基 治代表取締役 （大31回）
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5
月
17
日（
日
）13
時
30
分
か
ら
、

名
古
屋
市
伏
見
の
し
ら
か
わ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
第
２
回
演
奏
会
に
賛
助
出
演

し
ま
し
た
。
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
名
古
屋
工
業
大
学
合
唱
団
の

O

B
を
中
心
と
し
た
合
唱
団
で
す

が
、
以
前
私
が
1
回
生
の
時
、
名

古
屋
工
業
大
学
合
唱
団
と
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
陵
水
男
声
合
唱

団
の
定
期
演
奏
会
に
団
長
等
、
団

員
の
方
々
を
お
誘
い
し
、
鑑
賞
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ご
縁
も
あ
っ
て
こ
の
た

び
、
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

第
２
回
の
定
期
演
奏
会
に
賛
助
出

演
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
の
要

請
を
受
け
、
出
演
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
賛
助
出
演
の
た
め
、我
々

の
ス
テ
ー
ジ
は
１
ス
テ
ー
ジ
の
み

で
す
が
、
最
終
の
ス
テ
ー
ジ
は
合

同
演
奏
で
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
を
合

唱
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
5
ス
テ
ー
ジ
と

な
っ
て
お
り
、第
1
、3
、4
ス
テ
ー

ジ
を
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
担

当
し
、
我
々
は
第
2
ス
テ
ー
ジ
を

担
当
し
ま
し
た
。
第
2
ス
テ
ー
ジ

は
詩
人
で
エ
ッ
セ
ー
、
翻
訳
、
脚

本
な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る

谷
川
俊
太
郎
の
作
詞
に
、
新
進
気

鋭
の
作
曲
家
で
あ
る
石
若
雅
弥
氏

が
曲
を
つ
け
た
男
声
合
唱
と
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
組
曲
「
ひ
と
つ
の
歌

に
も
」
で
す
。
初
演
は
２
０
１
２

年
６
月
に
行
わ
れ
て
い
る
新
し
い

男
声
合
唱
組
曲
で
す
。

　

指
揮
は
我
が
合
唱
団
を
指
導
し

て
頂
い
て
い
る
松
下
伸
也
氏
、
ピ

ア
ノ
は
寺
元
智
恵
氏
で

「
⒈

風
の
マ
ー
チ　
⒉

歌
の
よ
う
に　

⒊
す
て
き
な
ひ
と
り
ぼ
っ
ち　
⒋

青
空
の
バ
ラ
ー
ド　
⒌

ひ
と
つ
の
歌

に
も
」
の
５
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

　

最
終
第
5
ス
テ
ー
ジ
で
は
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
作
曲
に
よ
る
「
ナ
ブ
ッ
コ
」

等
、
以
下
の
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
合

唱
曲
4
曲
を
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
と
合
同
演
奏
し
ま
し
た
。

⒈
「
戦
い
の
ラ
ッ
パ
を
轟
か
せ
」

（「
イ
ル
・
ト
ラ
バ
ト
ー
レ
」：



Ｇ
．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
）

⒉
「
平
和
・
名
誉
・
忠
誠
・
愛
」

（「
タ
ン
ク
レ
ー
デ
イ
」：



Ｇ
．
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲
）



テ
ナ
ー
ソ
ロ
：
中
井
亮
一



バ
リ
ト
ン
ソ
ロ
：
松
下
伸
也

⒊
「
し
、
静
か
に
復
讐
に
取
り
か

か
ろ
う
」（「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」：



Ｇ
．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
）

⒋
「
行
け
、
わ
が
想
い
よ
、
金
色
の

翼
に
乗
っ
て
」（「
ナ
ブ
ッ
コ
」：

Ｇ
．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
）

　

合
同
演
奏
を
指
揮
さ
れ
る
の
は

テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
名
古
屋
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

で
も
あ
る
中
井
亮
一
先
生
で
す
。

我
々
と
し
て
も
オ
ペ
ラ
を
歌
う
の

は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
の
で
、

ま
ず
は
先
生
の
レ
ク
チ
ュ
ア
で
オ

ペ
ラ
勉
強
会
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
オ

ペ
ラ
鑑
賞
と
歴
史
解
説
）、
を
昨
年

４
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
4
曲
す

べ
て
を
原
語
で
歌
う
こ
と
に
な
り

四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、
昨
年
10

月
よ
り
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

の
合
同
練
習
を
計
７
回
実
施
し
、

な
ん
と
か
歌
い
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
総
勢
50
名
と
い
う
合

唱
団
と
２
名
の
ソ
リ
ス
ト
と
ピ
ア

ノ
伴
奏
者
（
今
村
洋
平
氏
）
を
迎

え
て
、
迫
力
の
あ
る
す
ば
ら
し
い

貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

演
奏
会
に
あ
た
っ
て
は
今
回
も

滋
賀
大
学
経
済
学
部
陵
水
会
の
後

援
、
陵
水
会
名
古
屋
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
紹
介
等
に
よ
り
、

多
く
の
陵
水
会
の
会
員
、
団
員
の

家
族
・
友
人
・
知
人
の
方
々
に
ご

来
場
頂
き
、
約
７
０
０
席
収
容
の

し
ら
か
わ
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席
の

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
我
が
合
唱
団
の
第
４
回

の
定
期
演
奏
会
が
来
年
の
５
月
15

日
（
日
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。
今

度
は
我
々
の
演
奏
会
に
名
古
屋
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
賛
助
出
演
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
回

も
1
ス
テ
ー
ジ
合
同
演
奏
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
我
が
団
の
指
揮
者

で
あ
る
松
下
伸
也
先
生
が
振
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
陵
水
男

声
合
唱
団
は
応
援
者
１
名
を
含
め
、

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
団
員
拡
充
を
図
り
、
次

回
は
さ
ら
に
充
実
し
た
迫
力
の
あ

る
演
奏
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
次
回
の
演
奏
会
に
向
け

て
団
員
の
応
募
を
し
て
お
り
ま
す
。

陵
水
会
会
員
の
方
で
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先　

山
内
佳
紀
（
大
23
）

電
話　
0
5
2
-5
5
9
-8
3
0
5

Ｆ
Ａ
Ｘ　
0
5
2
-9
1
1
-1
4
0
1

E-mail　
kosam

@
m
b.infoweb.ne.jp

陵
水
男
声
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
（
名
古
屋
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
２
回
演
奏
会
へ
の
賛
助
出
演
：
平
成
27
年
５
月
17
日
開
催
）

公認宅地建物取引業

─不動産売買・賃貸・管理・リフォーム─

〒445-0876 愛知県西尾市住崎町雁渕15－2
 ＴＥＬ〈0563〉５５－０２００
 ＦＡＸ〈0563〉５５－０２３０
 携　帯　0 9 0－ 5 9 7 2－ 4 2 9 2
 E-mail　ucreateq@crux.ocn.ne.jp
 http://www.create-q.com

営 業 部 長
宅地建物取引士 中　川　雄　志（大50）

ゆう し

人に優しいソフトウェア
・生産管理システム・原価計算システム・食品検査システム

代表取締役 三 宅　郁 夫（大26回）

ケーアイソフト株式会社
〒488-0876　尾張旭市平子ヶ丘町1-2-6
携　帯 ： 090-4261-1218
E-mail ： i.miyake@ki-soft.com
URL ： http://ki-soft.com
Tel&Fax ： 0561-58-6475
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若
　

手
　

女
　

性
　

会
　

員

　

大
学
受
験
を
終
え
て
初
め
て
滋
賀

へ
来
た
と
き
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
１
つ
の
学
部
し
か
な
い
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
滋
賀
大
学
は
、
す
ぐ
に
不

安
を
楽
し
み
に
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
は
特
に
部
活
動
に
力
を

入
れ
て
お
り
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら

の
練
習
や
授
業
と
の
両
立
は
体
力
的

に
も
精
神
的
に
も
つ
ら
い
こ
と
も
多

か
っ
た
で
す
が
、
試
合
に
勝
っ
た
と

き
の
う
れ
し
さ
、
同
じ
目
標
を
持
つ

仲
間
が
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る

喜
び
は
格
別
で
、
寝
食
を
共
に
す
る

部
員
は
滋
賀
県
の
家
族
と
思
え
る
ほ

ど
大
切
な
仲
間
と
な
り
、
今
で
も
会

う
た
び
に
当
時
の
話
を
し
て
盛
り
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

就
職
を
し
て
か
ら
は
、
滋
賀
大
学

へ
入
学
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
勉
強
を
通
し

て
学
ん
だ
経
理
の
基
礎
知
識
、一
人
暮

ら
し
を
通
し
て
気
づ
い
た
両
親
の
あ

り
が
た
み
、
部
活
動
で
培
っ
た
規
則

正
し
い
生
活
や
根
気
な
ど
、
大
学
で

の
生
活
す
べ
て
が
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
の
自
分
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
仕
事
を
し
て
実
感

す
る
の
は
、
大
学
の
縦
の
つ
な
が
り

の
強
さ
で
す
。
営
業
を
し
て
い
る
と

滋
賀
大
学
出
身
の
O

B
の
方
が
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
そ
の
時
代
の
大
学
に

つ
い
て
な
ど
多
く
の
お
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
先
輩
に
お
会
い
し
た

と
き
に
親
近
感
が
あ
る
の
は
、
彦
根

と
い
う
穏
や
か
な
街
で
４
年
間
過
ご

し
た
思
い
出
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

名
古
屋
支
部
総
会
の
時
期
は
仕
事

の
繁
忙
期
と
重
な
り
、
な
か
な
か
参

加
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、日
に
ち

が
合
え
ば
積
極
的
に
参
加
し
、
今
ま

で
以
上
に
縦
横
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
き
た
い
と
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

滋
賀
大
学
大
学
院
を
卒
業
し
早
４

年
。
こ
の
４
年
間
で
、
支
店
の
異
動

に
よ
る
業
務
の
変
化
や
、
結
婚
・
妊

娠
と
大
き
く
生
活
が
変
化
し
ま
し

た
。
主
人
と
子
供
が
生
ま
れ
る
前
に

旅
行
に
行
こ
う
と
行
先
を
相
談
し
た

時
に
、「
そ
う
だ
、
彦
根
市
に
行
こ

う
！
」
と
主
人
の
方
か
ら
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
主
人
と
し
て
は
、
学
生

時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
彦

根
市
を
再
度
め
ぐ
り
た
か
っ
た
よ
う

で
す
。
か
つ
て
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー

ト
か
ら
大
学
ま
で
歩
い
た
り
、
彦
根

城
を
見
学
し
た
り
と
、
改
め
て
彦
根

市
を
巡
っ
て
み
る
と
、
変
わ
ら
ぬ
景

色
が
私
達
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
か
つ
て
歩
け
た
通
学
路
も
大

学
に
着
く
頃
に
は
力
尽
き
て
し
ま

い
、
休
憩
を
何
度
も
は
さ
む
観
光
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昔
を
懐
か
し
み
、
ハ
ン
バ
ー

グ
屋
の
『
ス
イ
ス
』
に
行
こ
う
か
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
胃
が
軽
め

に
し
て
欲
し
い
と
訴
え
る
の
で
『
蕎

麦
屋　

つ
る
亀
庵
（
つ
る
き
あ
ん
）』

を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
お
店
が
外
堀

の
す
ぐ
前
の
観
光
地
に
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
本
格
的
な
蕎
麦
屋
で
、
蕎
麦

に
拘
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

蕎
麦
に
合
わ
せ
た
薬
味
を
選
べ
ら
れ

る
私
に
と
っ
て
お
気
に
入
り
の
お
店

と
な
り
ま
し
た
。

　

彦
根
は
変
わ
ら
ず
の
ん
び
り
と
し

た
優
し
い
場
所
で
あ
っ
た
の
で
す

が
、
自
分
の
体
は
30
歳
へ
向
け
て

着
々
と
変
化
し
て
い
る
な
と
感
じ
る

旅
行
で
あ
り
ま
し
た
。

先
輩
よ
ろ
し
く

岩
田
有
希
菜

（
大
63
）

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス 
半
田
支
店 

勤
務

岡
田
紗
季

（
院
38
）

東
海
東
京
証
券

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
プ
レ
ミ
ア
オ
フ
ィ
ス 

勤
務

・職歴／商社　豊田通商（33年）
　　　　　　　メーカー・トヨタ紡織（6年）
　　　　　　　リサイクル業・第一物産（9年）

村　瀬　英　己（大15回）

可児市愛岐ヶ丘3-108
E-mail：mura4-3@triton.ocn.ne.jp

本　社：〒466-0058
 名古屋市昭和区白金1丁目4番20号
 TEL：（052）872-6451

拠 　 点：愛知県刈谷市（事業所）
 中国浙江省、広東省
 タイ国 サムットサコーン県

U　R　L： http://www.mizusho.co.jp/

 代表取締役社長　橋本　衞（大31回） 
 総務部 課長　　　高橋和孝（大44回）

URL: http//www.jskk.com
重機商工株式会社
JUKI SHOKO Co.,Ltd.

代表取締役社長

〒464-0850
名古屋市千種区今池5丁目34番17号
TEL.052-741-1211 FAX.052-733-1238
E-mail：mkidokoro@jskk.org
携帯：090-2618-8438
E-mail：mkidokoro1963@gmail.com
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第
18
回
全
豊
田
陵
水
会
総
会

（
平
成
26
年
11
月
14
日
）
開
催
報
告

　

全
豊
田
陵
水
会
は
、
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
13
社
に
籍
を
置
く
陵
水
会
会

員
を
正
会
員
と
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
母
校
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
当
会
の
代
表
世
話
人
は
デ

ン
ソ
ー
の
小
林
副
社
長
（
大
20
回
）、

世
話
人
は
東
海
理
化
電
機
製
作
所
の

森
専
務
（
大
24
回
）、
ダ
イ
ハ
ツ
工

業
の
堀
井
専
務
（
大
26
回
）、
愛
知

製
鋼
の
知
野
取
締
役
（
大
29
回
）
が

務
め
、
会
員
数
は
３
７
９
名
（
正
会

員
数
：
２
７
８
名
、
O

B
会
員
数
：

１
０
１
名
）
を
数
え
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
は
、
デ
ン
ソ
ー
の
福

利
厚
生
施
設
「
デ
ィ
ー
ス
ク
エ
ア
」

（
刈
谷
市
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
勢
１
２
２
名
が
集
い
、
小
林
代

表
世
話
人
の
挨
拶
、
続
い
て
森
世
話

人
の
乾
杯
の
発
声
に
て
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た

ビ
ー
ル
で
祝
杯
を
上
げ
、
幕
を
開
け

ま
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
、
小
倉
明
浩
経
済

学
部
長
（
大
31
回
）、
宮
本
孝
経
済

学
部
教
授
、
戸
田
一
雄
陵
水
会
理
事

長
（
大
12
回
）、
村
瀬
英
己
陵
水
会

名
古
屋
支
部
長
（
大
15
回
）
を
お
迎

え
し
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
取
り
組
み
、
体
育

会
の
近
況
、
創
立
１
０
０
周
年
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、西
田
昌
司
参
議
院

議
員
（
大
29
回
）
よ
り
「
戦
後
レ
ジ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る
期
待
な
ど
に
つ

い
て
熱
弁
を
奮
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
入
会
員
や
現
役
学
生（
内
定
者
）

の
自
己
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
先
輩
か

ら
の
温
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、皆
、

明
る
く
元
気
に
目
標
や
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
新
人
と
楽

し
く
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
グ
リ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
音
頭

に
よ
る
「
彦
根
高
商
校
歌
」「
琵
琶

湖
周
航
歌
」
を
全
員
で
大
合
唱
、
堀

井
世
話
人
の
万
歳
三
唱
に
よ
り
、
盛

況
の
う
ち
に
総
会
を
終
了
、
終
始
、

歓
談
と
旧
交
を
深
め
る
賑
や
か
な
宴

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
彦
根
観
光
協
会
さ
ん
の
ご

厚
意
で
物
産
展
を
出
店
頂
き
、
懐
か

し
い
品
々
を
買
い
求
め
る
出
席
者
が

多
数
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
お
土
産
と

し
て
出
席
者
全
員
に
琵
琶
湖
名
産

「
鮎
の
飴
煮
」
を
お
持
ち
帰
り
頂
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
：
竹
中
利
幸
（
大
41
）

名
鉄
陵
水
会

（
平
成
27
年
2
月
6
日
）
開
催
報
告

　

本
年
2
月
6
日
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
名
鉄
グ
ル
ー
プ
に

在
籍
す
る
現
役
社
員
と
Ｏ
Ｂ
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
「
名
鉄
グ
ル
ー
プ
陵
水

会
」の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
名
鉄
グ
ル
ー
プ
陵
水
会
」
は
、

現
役
32
名
と
Ｏ
Ｂ
23
名
か
ら
組
織
さ

れ
、
懇
親
会
が
年
1
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
日
は
26
名
の
出
席
が
あ

り
、名
鉄
薬
品
社
長
の
野
瀬
廣
司（
大

24
回
）
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
ヤ
ハ

ギ
道
路
取
締
役
の
近
藤
一
菜
（
大
24

回
）
先
輩
の
乾
杯
で
会
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
初
の
参
加
と

な
っ
た
、
矢
作
建
設
工
業
の
井
垣
雅

文
（
大
31
回
）
さ
ん
、
平
成
23
年
名

古
屋
鉄
道
入
社
の
佐
藤
弘
和
（
大
59

回
）
さ
ん
、
平
成
25
年
名
古
屋
鉄
道

入
社
の
伊
藤
広
顕
（
大
61
回
）
さ
ん

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
多
く

は
名
鉄
グ
ル
ー
プ
各
社
で
財
務
、
労

務
畑
で
活
躍
し
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
会
員

や
先
輩
諸
氏
か
ら
若
手
社
員
が
叱
咤

激
励
さ
れ
て
い
る
様
子
が
散
見
さ
れ

ま
し
た
。
会
の
最
後
は
恒
例
の
「
彦

根
高
商
校
歌
」「
琵
琶
湖
周
航
歌
」

の
大
合
唱
で
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

記
：
長
野
由
路
（
大
45
）

企
業
同
窓
会
だ
よ
り

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

片
岡
嘉
幸
（
大
25
）

☎
FAX
０
５
２
―

７
4
１
―

３
５
８
３

E-mailyokataoka2002@
yahoo.co.jp

平
成
27
年
1
月
大
25
回
同
期
会

　

本
年
1
月
31
日
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
涵
梅
舫
に
お
い
て
名
古
屋
支

部
大
学
25
回
同
期
会
が
開
催
さ
れ
、

13
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
近
況

報
告
の
中
で
林
健
一
氏
が
彦
根
城
に

つ
い
て
熱
弁
し
、
8
月
の
陵
水
亭
懇

話
会
の
講
師
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
年
度
幹
事
担
当
時
に
初
め
て
知

り
合
っ
た
者
の
集
ま
り
で
す
が
、
当

時
の
毎
月
の
よ
う
な
打
ち
合
わ
せ
で

一
体
感
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
毎
年

の
同
期
会
開
催
に
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。

片
岡
嘉
幸
（
大
25
）

同
期
会
だ
よ
り

　
『
陵
水
亭
懇
話
会
』は
、従
来
の『
陵

水
亭
』
に
新
味
を
加
え
て
、
陵
水
会

員
が
気
楽
に
集
え
る
場
を
提
供
し
よ

う
と
企
画
さ
れ
た
会
で
す
。

第
2
回
陵
水
亭
懇
話
会

日
時
：
平
成
26
年
10
月
10
日
（
金
）

会
場
：
ダ
イ
ニ
ン
グ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

講
師
：
吉
田
正
克
（
大
8
）

演
題
：
私
の
世
界
一
周
旅
行

第
3
回
陵
水
亭
懇
話
会

日
時
：
平
成
27
年
1
月
16
日
（
金
）

会
場
：
太
閤
本
店
・
伏
見
店

講
師
：
小
島
興
一
（
大
10
）

演
題
：
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
日
本

経
済
は
、ど
の
よ
う
に
な
る
か
？

第
4
回
陵
水
亭
懇
話
会

日
時
：
平
成
27
年
4
月
10
日
（
金
）

会
場
：
炙
焼
小
街
眺
座

講
師
：
岩
原
明
彦
（
大
29
）

演
題
：
社
会
と
企
業
の
持
続
的
な
成

長
を
目
指
し
て
～
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
社
会
的
責
任
）
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｖ

（
共
有
価
値
の
創
造
）～

第
5
回
陵
水
亭
懇
話
会

日
時
：
平
成
27
年
8
月
7
日
（
金
）

会
場
：
栄　

ラ

ポ
ル
ト

マ
ル
セ
イ
ユ

講
師
：
林
健
一
（
大
25
）

演
題
：
彦
根
城
マ
ニ
ア
ッ
ク
探
検
ツ
ア
ー

（
フ
ァ
イ
ト
モ
ー
ド
満
々
の
近
世

城
郭
の
見
所
を
満
喫
し
よ
う
）

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
陵
水
亭

懇
話
会
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

陵
水
亭
懇
話
会


